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対象技術一覧  

 番 先 進 医 療 技 術 名 称  

 号 現   行 新技術名（案） 適応症修正案 

整
形
外
科
関
係 

34 
脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術（原
発性脊椎腫瘍又は転移性脊椎腫瘍に係
るものに限る。） 

腫瘍脊椎骨全摘術 脊椎腫瘍 

59 

超音波骨折治療法（四肢の骨折（治療の
ために手術中に行われるものを除く。）
のうち、観血的手術を実施したもの（開
放骨折又は粉砕骨折に係るものを除
く。）に係るものに限る。） 

超音波骨折治療法 

四肢の骨折（治療のために手術中
に行われるものを除く。）のうち、
観血的手術を実施したもの（開放
骨折又は粉砕骨折に係るものを除
く。） 

70 
骨移動術による関節温存型再建（骨軟部
腫瘍切除後の骨欠損に係るものに限
る。） 

骨移動術による関
節温存型再建 

骨軟部腫瘍切除後の骨欠損症例 

産
婦
人
科
関
係 

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出
術 

高周波切除器を用
いた子宮腺筋症核
出術 

子宮腺筋症 

86 

マイクロ波子宮内膜アブレーション（機
能性及び器質性過多月経（ただし、妊孕
性の温存が必要な場合又は子宮内膜が
ん、異型内膜増殖症その他の悪性疾患及
びその疑いがある場合を除く。）であっ
て、子宮壁厚十ミリメートル以上の症例
に係るものに限る。） 

マイクロ波子宮内
膜アブレーション 

機能性及び器質性過多月経（ただ
し、妊孕性の温存が必要な場合又
は子宮内膜がん、異型内膜増殖症
その他の悪性疾患及びその疑いが
ある場合を除く。）であって、子宮
壁厚十ミリメートル以上の症例 

そ
の
他 

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 
人工括約筋を用い
た尿失禁手術 

尿失禁 

25 

門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門
脈大循環短絡術（内視鏡的治療若しくは
薬物治療抵抗性の食道静脈瘤又は胃静
脈瘤、門脈圧亢進症性胃腸症、難治性腹
水又は難治性肝性胸水に係るものに限
る。） 

経頸静脈肝内門脈
大循環短絡術 

内視鏡的治療若しくは薬物治療抵
抗性の食道静脈瘤又は胃静脈瘤、
門脈圧亢進症性胃腸症、難治性腹
水又は難治性肝性胸水 

44 

エキシマレーザー冠動脈形成術（経皮的
冠動脈形成術（エキシマレーザー冠動脈
形成術を除く。）による治療が困難なも
の、慢性完全閉塞のもの又はこれに準ず
るものに係るものに限る。） 

エキシマレーザー
冠動脈形成術 

エキシマレーザー冠動脈形成術を
除く。）による治療が困難なもの、
慢性完全閉塞のもの又はこれに準
ずるもの 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建
術（白内障に係るものに限る。） 

多焦点眼内レンズ
を用いた水晶体再
建術 

白内障 

 番 先 進 医 療 技 術 名 称  

 号 現   行 新技術名（案） 適応症修正案 

そ
の
他 

91

大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥
離術（早期大腸がん（ＥＭＲ（内視鏡的
粘膜切除術をいう。以下同じ。）では一
括切除が困難な二センチメートル以上
の病変であって、拡大内視鏡診断又は超
音波内視鏡診断による十分な術前評価
の結果、根治性が期待できるものに限
る。）又は腺腫（ＥＭＲを実施した際の
病変の挙上が不良なもの又はＥＭＲを
実施した後に遺残又は再発したもので
あってＥＭＲでは切除が困難な一セン
チメートル以上の病変のものに限る。）
に係るものに限る。） 

内視鏡的大腸粘膜
下層剥離術 

早期大腸がん（ＥＭＲ（内視鏡的
粘膜切除術をいう。以下同じ。）で
は一括切除が困難な二センチメー
トル以上の病変であって、拡大内
視鏡診断又は超音波内視鏡診断に
よる十分な術前評価の結果、根治
性が期待できるものに限る。）又は
腺腫（ＥＭＲを実施した際の病変
の挙上が不良なもの又はＥＭＲを
実施した後に遺残又は再発したも
のであってＥＭＲでは切除が困難
な一センチメートル以上の病変の
ものに限る。） 

 

Ⅰ．実施責任医師の要件  

Ⅰ-01 診療科（医師） 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 整形外科 （変更なし） 

59 超音波骨折治療法 整形外科 （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 整形外科 （変更なし） 

産

婦

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 産婦人科 （変更なし） 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション 産婦人科又は婦人科 （変更なし） 

そ
の
他

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 泌尿器科 （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大
循環短絡術 

内科又は消化器科 
消化器内科又
は消化器外科 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 循環器科 循環器内科 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 眼科 （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 
消化器内科、消化器外科、内視鏡
内科又は内視鏡外科 

（変更なし） 

 

Ⅰ-02 資格 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 整形外科専門医 （変更なし） 

59 超音波骨折治療法 整形外科専門医 （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 整形外科専門医 （変更なし） 

産

婦

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 産婦人科専門医 （変更なし） 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション 産婦人科専門医 （変更なし） 

そ
の
他

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 泌尿器科専門医 （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大
循環短絡術 

肝臓専門医 （変更なし） 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 循環器専門医 （変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 眼科専門医 （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 消化器内視鏡専門医 （変更なし） 
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Ⅰ-03 当該診療科の経験年数 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外 

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 ― １０年以上 

59 超音波骨折治療法 ５年以上 （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 ５年以上 （変更なし） 

産 
婦 

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 １０年以上 ５年以上 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション ５年以上 （変更なし） 

そ
の
他 

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 ５年以上 （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大
循環短絡術 

― ５年以上 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 ５年以上 （変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 ５年以上 （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 ５年以上 （変更なし） 

 

Ⅰ-04 当該技術の経験年数 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外 

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 ５年以上 （変更なし） 

59 超音波骨折治療法 １年以上 （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 ５年以上 （変更なし） 

産 
婦 

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 ３年以上 （変更なし） 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション １年以上 （変更なし） 

そ
の
他 

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 １年以上 （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大
循環短絡術 

３年以上 （変更なし） 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 ５年以上 （変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 １年以上 （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 １年以上 （変更なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-05 当該技術の経験症例数 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外
科
関
係

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 
助手又は術者として２０例以上、
うち術者として１０例以上 

助手又は術者として
１０例以上、うち術
者として５例以上 

59 超音波骨折治療法 術者として１例以上 （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 
助手又は術者として６例以上、う
ち術者として３例以上 

（変更なし） 

産

婦
人

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核
出術 

助手又は術者として２０例以上、
うち術者として１０例以上 

術者として１０例以
上 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション 術者として３例以上 （変更なし） 

そ
の
他

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 術者として３例以上 （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内
門脈大循環短絡術 

助手又は術者として１５例以上、
うち術者として１０例以上 

（変更なし） 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 術者として１０例以上 （変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再
建術 

助手又は術者として１５例以上、
うち術者として１０例以上 

（変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層
剥離術 

助手又は術者として２０例以上、
うち術者として１０例以上 

（変更なし） 
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Ⅰ-06 その他（医師） 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外 

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 ― （変更なし） 

59 超音波骨折治療法 ― （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 ― （変更なし） 

産 
婦 

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 ― （変更なし） 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション ― （変更なし） 

そ
の
他 

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 ― （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大
循環短絡術 

― （変更なし） 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 ― （変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 ― （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 ― （変更なし） 

 

Ⅱ．医療機関の要件  

Ⅱ-01 診療科（医療機関） 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外 

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 整形外科及び麻酔科 （変更なし） 

59 超音波骨折治療法 整形外科 （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 整形外科及び麻酔科 （変更なし） 

産 
婦
人 

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 産婦人科 
産婦人科又は
婦人科 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション 産婦人科又は婦人科 （変更なし） 

そ
の
他 

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 泌尿器科 （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大
循環短絡術 

内科又は消化器科並びに外科及び
麻酔科 

消化器内科又
は消化器外科、
麻酔科及び放
射線科 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 
循環器科、心臓血管外科及び麻酔
科 

循環器内科、心
臓血管外科及
び麻酔科 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 眼科 （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 
消化器内科、消化器外科、内視鏡
内科又は内視鏡外科 

（変更なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ-02 実施診療科の医師数 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 常勤医師３名以上 （変更なし） 

59 超音波骨折治療法 常勤医師１名以上 （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 常勤医師２名以上 （変更なし） 

産

婦

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 常勤医師３名以上 常勤医師２名以上 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション 常勤医師１名以上 （変更なし） 

そ
の
他

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 常勤医師２名以上 （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大
循環短絡術 

常勤医師２名以上 （変更なし） 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 常勤医師３名以上 （変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 常勤医師１名以上 （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 常勤医師２名以上 （変更なし） 

 

Ⅱ-03 他診療科の医師数 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外
科
関
係

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 
麻酔科医師１名以上及
び病理医１名以上 

呼吸器外科専門医１名
以上消化器外科専門医
１名以上、病理医１名以
上 

59 超音波骨折治療法 ― （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 麻酔科医師１名以上 （不要） 

産

婦

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 ― 麻酔科標榜医１名以上 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション 麻酔科医師 1 名以上 麻酔科標榜医１名以上 

そ
の
他

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 麻酔科標榜医１名以上 （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大
循環短絡術 

外科医師２名以上及び
麻酔科医師１名以上 

外科医師２名以上 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 
心臓血管外科医師２名
以上及び麻酔科医師１
名以上 

心臓血管外科医師２名
以上 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 ― （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 外科医師２名以上 （変更なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



分類 ⑤体腔鏡以外の手術 （10 技術） 平成 21 年度先進医療 医療機関の要件（分類別比較）

 

4/6 

Ⅱ-04 その他医療従事者の配置 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外 

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 理学療法士１名以上 臨床工学技士１名以上 

59 超音波骨折治療法 ― 臨床工学技士１名以上 

70 骨移動術による関節温存型再建 ― 臨床工学技士１名以上 

産 
婦 

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 ― 臨床工学技士１名以上 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション ― 臨床工学技士１名以上 

そ
の
他 

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 ― 臨床工学技士１名以上 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大
循環短絡術 

臨床工学技士１名以上 （変更なし） 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 臨床工学技士１名以上 （変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 ― 臨床工学技士１名以上 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 ― 臨床工学技士１名以上 

 

Ⅱ-05 病床数 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外 

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 ― ２００床以上 

59 超音波骨折治療法 １床以上 （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 １床以上 （変更なし） 

産 
婦 

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 ２０床以上 １床以上 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション １床以上 （変更なし） 

そ
の
他 

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 １床以上 （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大循環短絡術 ― ２０床以上 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 ― ２０床以上 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 ― （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 １床以上 （変更なし） 

 

Ⅱ-06 看護配置 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外
科
関
係 

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 ― （変更なし）

59 超音波骨折治療法 ― （変更なし）

70 骨移動術による関節温存型再建 

入院患者の数が１０又はその端数
を増すごとに１名以上（ただし、当
該病棟において、一日に看護を行う
看護職員の数が前段に規定する数
に相当する数以上である場合には、
当該病棟における夜勤を行う看護
職員の数が、前段の規定にかかわら
ず、二以上であること。） 

（不要） 

産 
婦 

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 ― （変更なし）

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション ― （変更なし）

そ
の
他 

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 ― （変更なし）

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大
循環短絡術 

― （変更なし）

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 ― （変更なし）

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 ― （変更なし）

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 ― （変更なし）

Ⅱ-07 当直体制 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 要 （変更なし） 

59 超音波骨折治療法 要 （不要） 

70 骨移動術による関節温存型再建 要 （変更なし） 

産

婦
人

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 要 （変更なし） 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション 
要（専ら産婦人科又は婦人科に従
事する医師が当直を行っているこ
と） 

（変更なし） 

そ
の
他

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 要 （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大
循環短絡術 

要 （変更なし） 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 要 （変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 ― （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 要 （変更なし） 

 

Ⅱ-08 緊急手術の実施体制 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 要 （変更なし） 

59 超音波骨折治療法 ― （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 要 （変更なし） 

産

婦

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 要 （変更なし） 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション 要 （変更なし） 

そ
の
他

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 要 （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大
循環短絡術 

要 （変更なし） 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 要 （変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 ― （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 
要（緊急の場合における開腹手術
を実施する体制が整備されている
こと） 

（変更なし） 

 

Ⅱ-09 院内検査（24 時間実施体制） 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 要 （変更なし） 

59 超音波骨折治療法 ― （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 要 （変更なし） 

産

婦

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 要 （変更なし） 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション 要 （変更なし） 

そ
の
他

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 要 （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大
循環短絡術 

要 （変更なし） 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 要 （変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 ― （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 要 （変更なし） 
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Ⅱ-10 他の医療機関との連携体制 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外 

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 
化学療法その他悪性腫瘍に係る治
療を行う体制において可 

（不要） 

59 超音波骨折治療法 ― （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 ― （変更なし） 

産 
婦 

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 ― （変更なし） 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション ― （変更なし） 

そ
の
他 

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 ― （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大
循環短絡術 

― （変更なし） 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 ― （変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 ― （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 ― （変更なし） 

 

Ⅱ-11 医療機器の保守管理体制 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外 

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 要 （変更なし） 

59 超音波骨折治療法 要 （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 要 （変更なし） 

産 
婦 

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 要 （変更なし） 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション 要 （変更なし） 

そ
の
他 

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 要 （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大
循環短絡術 

要 （変更なし） 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 要 （変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 ― （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 要 （変更なし） 

 

Ⅱ-12 倫理委員会による審査体制 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外 

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 要（必要なときは必ず事前に開催） （変更なし） 

59 超音波骨折治療法 ― （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 ― （変更なし） 

産 
婦 

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 ― （変更なし） 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション ― （変更なし） 

そ
の
他 

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 ― （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大
循環短絡術 

要（必要なときは必ず事前に開催） （変更なし） 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 要（必要なときは必ず事前に開催） （変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 ― （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 
要（届出後当該療養を初めて実施
するときは必ず事前に開催） 

（変更なし） 

 

 

 

Ⅱ-13 医療安全管理委員会の設置 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 要 （変更なし） 

59 超音波骨折治療法 ― （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 要 （変更なし） 

産

婦

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 要 （変更なし） 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション 要 （変更なし） 

そ
の
他

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 要 （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大循環短絡術 要 （変更なし） 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 要 （変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 ― （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 要 （変更なし） 

 

Ⅱ-14 当該技術の実施症例数 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 ５例以上 （変更なし） 

59 超音波骨折治療法 ― １例以上 

70 骨移動術による関節温存型再建 ３例以上 （変更なし） 

産

婦

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 ５例以上 （変更なし） 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション ３例以上 （変更なし） 

そ
の
他

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 ５例以上 （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大循環短絡術 ５例以上 （変更なし） 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 １０例以上 （変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 １０例以上 （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 ２０例以上 （変更なし） 

 

Ⅱ-15 その他（医療機関） 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外
科
関
係

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 

病理部門が設置されているこ
と、当該療法の実施後に化学療
法その他悪性腫瘍に係る治療を
行う体制が整備されていること

病理部門が設
置されている
こと 

59 超音波骨折治療法 ― （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 ― （変更なし） 

産

婦
人
科

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 ― （変更なし） 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション 
術中・術後に子宮鏡検査及び超
音波検査を実施する体制が整備
されていること 

（変更なし） 

そ
の
他

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 ― （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大
循環短絡術 

― （変更なし） 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 ― （変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 ― （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 
二十四時間画像診断を実施する
体制が整備されていること 

（変更なし） 
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Ⅲ．その他の要件  

Ⅲ-01 頻回の実績報告 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外 

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 
１０例まで又は６月間は、
１月毎の報告 

（変更なし） 

59 超音波骨折治療法 ― （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 ― （変更なし） 

産 
婦
人 

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 
２０症例まで又は６月間
は、１月毎の報告 

（不要） 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション ― （変更なし） 

そ
の
他 

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 ― （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大循環短
絡術 

― （変更なし） 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 
１０例まで又は６月間は、
１月毎の報告 

（変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 ― （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 ６月間は１月毎の報告 （変更なし） 

 

Ⅲ-02 その他 

 番号 先進医療技術名称 現  行 修 正 案 

整
形
外 

34 脊椎腫瘍に対する腫瘍脊椎骨全摘術 ― （変更なし） 

59 超音波骨折治療法 ― （変更なし） 

70 骨移動術による関節温存型再建 ― （変更なし） 

産 
婦 

1 高周波切除器を用いた子宮腺筋症核出術 ― （変更なし） 

86 マイクロ波子宮内膜アブレーション ― （変更なし） 

そ
の
他 

9 人工括約筋を用いた尿失禁の治療 ― （変更なし） 

25 門脈圧亢進症に対する経頸静脈肝内門脈大循環短
絡術 

― （変更なし） 

44 エキシマレーザー冠動脈形成術 ― （変更なし） 

77 多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術 ― （変更なし） 

91 大腸腫瘍に対する内視鏡的粘膜下層剥離術 ― （変更なし） 

 


